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たち第�グループでは、メンバーのؔ৺ࢲ
にͮجき、ᶃ「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」ᶄ「環
境อશ・ඒ化活動のਪਐ」ᶅ「྘やਫลのอ
શ・創出」の�つのテーマについてٞ࿦をॏ
Ͷました。
グループには、環境ඒ化のボランティア活
動にࢀՃしている人や、͝み໰୊や஍Ҭの環
境ඒ化に高いؔ৺を持った人がूまりました。
マイクロプラスνックが世ք的に໰୊とな
り、զがࠃにおいてもレジାが׬શ༗ྉ化す
るなど、୤プラスνックに向けたऔ組がਐめ
られるとともに、ࠃがվਖ਼݈૿߁ਐ๏を、౦
行して、ड動٤ࢪ৚ྫをࢭ౎がड動٤Ԏ๷ژ
Ԏରࡦをஶしくڧ化するなど、環境・リサイ
クルの෼໺をऔりרくঢ়گは、目ま͙るしく
変化を続けています。また、ࡢ今の新型コロ
φ΢イルス感છ঱の感છ֦大やデジタル化の
ਐలによるࣾձ変化は、஍Ҭでഉ出される͝
みの量・छྨや環境อશ・ඒ化にもӨڹを༩
͑ています。
ςʔマ1「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」について
は、۠ 内の͝み෼ผについてਖ਼しく理ղされて
いないことや、طଘのऔ組や॥環可能なݯࢿ
等が۠ຽに知られていないことなどが՝୊と
してあ͛られ、͝みの現ঢ়を理ղした上で、
஍Ҭで͝みݮ量にऔり組んでもら͑るよう、
͝みのݮ量にؔするڭҭ・ൃܒをਪਐする΄
か、طଘのリデュース・リϢース・リサイク
ルにؔする۠のऔ組を֦ॆするͩけでなく、
प知をڧ化する必要があると͑ߟました。
ςʔマ2「環境อશ・ඒ化活動のਪਐ」に
ついては、ඒ化活動にࢀՃする人がগないこ
とや、公共ۭ間のඒ化にରするϞラルが௿Լ

していること、ੑࡍࠃの๛かさにىҼするル
ール浸透の困難さなどの՝୊にରして、୭も
がܰؾに環境อશ・ඒ化活動にࢀՃできる仕
組みや環境อશ・ඒ化にؔするޮՌ的なप知
の実ࢪを۩体的なऔ組として͑ߟました。ま
た、طにࣗओ的にඒ化活動を行っている人΁
の۠のࢧԉの必要ੑなど、ボランティア活動
に従事するメンバーがいることもあって、੝
んなҙݟ交׵が行われました。
ςʔマ3「྘やਫลのอશ・創出」につい

ては、ਫลにରしてマイφスなイメージを持
っている人がいることや、྘を感じられない
஍Ҭがあるなどのҙݟがあがり、ਫลや྘を
もっと਎ۙに感じてもらうため、子どもから
大人までもがਫลのྺ࢙や環境をֶͿػձの
ॆ実や、ࢹ覚的な྘の૿Ճに向けたऔ組をߟ
͑ました。
環境・リサイクル෼໺にؔする՝୊は、一

レϕルでのऔ組が஫ࠃ、すると世քレϕルݟ
たち一人ͻとりの೔々のҙࢲ、されますがࢹ
識や行動が、՝୊のղ決に向けた大きなҙຯ
を持っています。
ఏݴにあたっては、ੑࡍࠃの๛かさや事業

所・就業者のଟさなど、೔ຊを代දする౎ࢢ
のͻとつである۠ߓの特௕をे෼にྀߟした
上、֤メンバーのこれまでの活動や೔ৗ生活
で೔々感じている఺を౿ま͑、ٞ࿦をॏͶて
きました。みなとタ΢ンフォーラムでのఏݴ
がج۠ߓຊܭըに൓映されることで、一人ͻ
とりの環境ҙ識が高まり、ࣗओ的な行動につ
ながることによって、୭もが৺஍よい環境に
配ྀした持続可能なまちになっていることを
。っていますئ

提言にあたって 第3グループ【環境・リサイクル分野】
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
͝Έݮ ɾྔݯࢿ॥؀

•͝みのݮ量（リデュース・リϢース・リサイクル）にؔする人ࡐ
ҭ੒・ൃܒのਪਐ
•�Rのਪਐに向けたऔ組のڧ化

ʲςʔマ�ʳ
ಈ׆อશɾඒԽڥ؀
ͷਪਐ

•୭もがܰؾに環境อશ・ඒ化活動にࢀՃできる仕組みのߏங
•環境อશ・ඒ化にؔするޮՌ的なप知の実ࢪ

ʲςʔマ�ʳ
྘΍ਫลͷอશɾ૑
ग़

•ਫลに਌しみを持ってもらうためのऔ組のॆ実
•まちなかの྘のॆ実

۩ମతͳऔ૊

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝୊やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝୊の内容ᶃ）
□（՝୊の内容ᶄ）
◇（՝୊の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「一人ひとりの環境意識が⾼まり、あらゆるものが循環する持続可能なまち」

 2　踏まえるべき社会変化
・新型コロφ΢イルス感છ঱֦大๷ࢭやಇき方վֵに൐うテレワークのਪਐによって、
Ոఉでա͝す時間が૿͑ており、ライフスタイルが変化している。
・人ޱの૿Ճに൐い͝みのഉ出量が૿Ճするとともに、子ҭて世代の૿Ճなど۠ຽの೥
。଄が変わることで、͝みのछྨにも変化が生じるߏྸ
・新型コロφ΢イルス感છ঱がऩଋしていくことで、外ࠃ人のॅډ者や就࿑者、٬ޫ؍
が૿Ճしている。
・世ք的な୤プラスνックのྲྀれに൐い、ࢴૉࡐ等΁の代ସがਐΉことによって、プラ
スνックをআく͝みが૿Ճするݒ念がある。
・ಇき方վֵ、DX化のଅਐなど、電子ഔ体΁の移行によるϖーパーレス化がՃ速して
いる。
・୤୸ૉࣾձ΁の動きがさらにՃ速し、ݸ人やا業におけるऔ組のॏ要ੑが高まってい
る。

 3　実現に向けた課題
・࣏ࣗ体によって͝みの෼ผ方๏がҟなり人々のೝ識としてఆணしͮらいため、͝みの
ਖ਼しい出し方を知らない人がଟい。
੡඼がप知されていないことで、リϢース・リ・ݯࢿ఺ճऩ等のऔ組や॥環可能なڌ・
サイクルができるものが͝みとして処理されている。

 4　施策の方向性
○͝み໰୊をはじめとした環境໰୊について、஍Ҭの人がֶͼ、஍Ҭの人に఻͑てくれ
るよう、人ࡐҭ੒をਪਐするとともに、طଘの仕組みやऔ組の中で、ਖ਼しい͝みの出
し方をֶͿ・఻͑るػձを֦ॆする。
□みながリデュース・リϢース・リサイクル（�R）にऔり組めるよう、طଘのऔ組を֦
大・प知をڧ化する΄か、ܳ術など෼໺の֞ࠜをӽ͑たൃܒ活動をਪਐする。

ごみ減量・資源循環1
テーマ
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 5　具体的な取組
○ごみの減量（リデュース・リユース・リサイクル）に関する人材育成・啓発の推進
・͝みにؔするਖ਼しい知識のもと、஍Ҭにおける͝みݮ量のऔ組をਪਐするため、ொձ・
࣏ࣗձ͝とに中৺となる人ࡐをҭて、஍Ҭॅຽ΁ൃܒするとともに、小中ֶߍにおい
て͝みにؔするڭҭを行うなど、人ࡐのҭ੒をਐめる。
・環境に܎るイϕントのみならず、۠のࢪઃや様々なイϕントを活用して、͝み෼ผア
プリやνラシによる、ੵۃ的なप知・ൃܒを行う΄か、͝みから࠶生した੡඼の情報
をൃ信することによって、͝みݮ量のҙ識を高める。

□3Rの推進に向けた取組の強化　
・Ոఉの৯඼ഇغ෺のコンϙストによるଯං化をはじめとした৯඼リサイクルのଅਐな
ど、୭もがリサイクルしやすい環境ͮくりをਐめる。
・リϢース・リサイクルがଅਐされるよう、طに行っているҥྨの交׵ձを֦ॆする΄
か、طଘのڌ఺ճऩのप知֦大やおもちΌ等をֶا・ߍ業等で਎ۙにճऩできる仕組
みͮくりなど、औ組のڧ化を行う。
・ഇغされる͝みを活用したアート࡞඼やクラフト࡞඼のలࣔձなどを通じて、͝みの
。量・利活用にؔする情報をൃ信するݮ

 6　参画と協働の推進
・஍Ҭのॅຽが環境や͝み໰୊についてࣗらֶͼ、཰先して͝みݮ量にऔり組Ή。
・事業者のྗڠのもと、͝みのݮ量やݯࢿ॥環に向けた最新技術のಋೖやޮՌ的な情報
ൃ信など、ຽ間のྗの活用を検౼する。
みながらऔࠐきר公ืを行うなど、஍Ҭをݟճऩのଅਐに向けたアイデア等のҙݯࢿ・
組をਐめる。

テーマ 1 　ごみ減量・資源循環
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「環境保全・美化活動の輪が広がり、ごみが落ちていない清潔できれいなまち」

 2　踏まえるべき社会変化
・新型コロφ΢イルス感છ঱の感છ֦大によりݮগした在勤者や外ࠃ人٬ޫ؍といった
来街者が、ঃ々にճ෮し࠶ͼ૿Ճする。
・持ちؼりҿྉのプラスνック͝みや、使いࣺてマスク、タバコなど、時代やࣾձ情੎
とともにϙイࣺてされる͝みのछྨも変化する。
・大ن໛な࠶։ൃ事業によってきれいな公共ۭ間が੔උされ、։ൃ事業者がそのอશを
୲う۠Ҭが૿͑ていく。
・IoTや"Iといったデジタル技術を活用した環境ඒ化活動がීٴしていく。

 3　実現に向けた課題
・͝みरいといった活動にࢀՃしたくても、طଘのコミュニティ΁のෑډが高いイメー
ジから、新たに活動にࢀՃする人がগない。
・۠ຽや来街者等について、公共ۭ間のඒ化にରするϞラルが௿Լしている。
人ࠃによって、ϙイࣺてや٤ԎにؔするルールやϞラルが大きくҟなっており、外ࠃ・
の来街者に۠ߓの環境ඒ化ルールが浸透しにくい。

 4　施策の方向性
○͝みरいなどの環境อશ・ඒ化活動の門ށを͛޿、୭もが活動にࢀՃしやすくなる仕
ֻけを࡞る。
□来街者や外ࠃ人などにも۠ߓの環境อશ・ඒ化にؔするルールをकってもら͑るよう、
ޮՌ的なप知ൃܒを行う。

環境保全・美化活動の推進2
テーマ
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 5　具体的な取組
○誰もが気軽に環境保全・美化活動に参加できる仕組みの構築
・専用の͝みାの配෍やऩूした͝みをճऩする仕組みの੔උなど、ࣗओ的な活動をଅ
ਐするためのऔ組を行う。
・よりଟくの۠ຽ、ا業等が活動にࢀՃしやすいよう、活動のࢀՃ者΁のインηンティ
ϒの付༩や、スϙーπνームやインフルΤンサーとコラボしたイϕントの։࠵など、
͝みरいをָしみながら行うことができるऔ組を行う。
□環境保全・美化に関する効果的な周知の実施　
・͝みरいアプリや"Iػ能付きのトング等のデジタル技術を用いて、ऩूした͝みの量
やछྨ等を可ࢹ化するとともに、そのデータをप知ൃܒといった情報ൃ信に活用する。
・みなとタバコルール等の環境อશ・ඒ化にؔする۠のルールについて、ピクトグラム
を用いるなどして、来街者や外ࠃ人もؚめて୭にでもわかりやすいパンフレット等の
प知ഔ体を࡞੒する。
・シΣアサイクルのࣗస車などに環境อશ・ඒ化にؔする۠のルールをࣔܝするなど、
プラスЋでできるऔ組を૿やす。

 6　参画と協働の推進
・۠ຽや在勤・在ֶ者をはじめとした来街者など、ଟ様な人が、۠ओ࠵にݶらず様々な
環境อશ・ඒ化活動にࣗओ的にࢀՃする。
。を行うൃܒ業等と࿈携したप知ا・

テーマ 2 　環境保全・美化活動の推進
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「すべての人々にとって、もっと水辺と緑に近くなるまち」

 2　踏まえるべき社会変化
・۠の྘ඃ཰は、࠶։ൃ事業等に൐い上ঢの܏向にある。
・஍ٿԹஆ化による২෺΁のӨڹや世ք的な৿ྛഁյなどがਐ行している。
・ۙ೥、ήリラ߽Ӎや大型୆෩など、大きなඃ֐をもたらす෩ਫ֐がଟൃしている。

 3　実現に向けた課題
・۠内をྲྀれる઒がೝ知されていないことはもとより、५っていない・Ԛれているҹ৅
があり、ਫลにରする਌しみがബれている。
・྘が੔උされている場所とされていない場所で差が大きい΄か、ற車場やࣇಐ༡Ԃな
どで྘がগなく感じられるなど、྘ඃ཰にかかわらずࢹ覚的に྘を感じられない஍Ҭ
がଘ在する。

 4　施策の方向性
○ྺ࢙を知る・ֶͿػձや、ਫ࣭などの情報ൃ信、ਫลでのイϕント։࠵などを通じて、
ਫลに਌しΉػձを૿やす。
□۠内の様々な場所に྘を感じられるよう、྘ඃ཰の向上はもとより、ࢹ覚的なまちな
かの྘化をਪਐする。

緑や水辺の保全・創出3
テーマ
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 5　具体的な取組
○水辺に親しみを持ってもらうための取組の充実
・子どもたち΁のڭҭをはじめ、ଟ様な人々に向けたྺ࢙やਫ࣭にؔするֶशػձの創
出、਎ۙに行͑るਫ࣭ড়化のऔ組のप知、ਫลにおけるイϕントの実ࢪなどを通じて、
઒をはじめとしたਫลにରして਌しみやѪணを持ってもらい、「良くしたい」というݹ
ҙ識の高まりにつな͛る。
□まちなかの緑の充実　
とした࣭の高い྘の創出にऔり組Ήとともに、஍Ҭにおける۠ຽや事業ػܖ։ൃを࠶・
者等による྘のさらなる創出・อશをࢧԉする。

 6　参画と協働の推進
・ワークショップやイϕントをֶߍやا業と実ࢪするなど、஍Ҭ͙るみでの活動として
ਐめる。
・஍Ҭのॅຽがओ体的にਫลや྘化についてൃܒできる仕組みをߏஙする。
・ଞ࣏ࣗ体と࿈携し、۠のみならず޿Ҭでऔ組をਐめる。

テーマ 3 　緑や水辺の保全・創出
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開催経過

ճ਺ ։࠵೔࣌ ಺༰

ୈ�ճ 令和4年9月30日（金）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہ঺հ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ ෼໺における現ঢ়と՝୊について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月21日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月8日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「環境อશ・ඒ化活動のਪਐ」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月18日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「྘やਫลのอશ・創出」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月2日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第4ճグループձٞのৼりฦり
╚ 第�ʙ4ճグループձٞの内容֬ೝ
╚ ֤テーマの఺検・テーマ間のൺֱ
╚ テーマ「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」のఏݴ内容のௐ੔

ୈ�ճ 令和4年12月16日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第5ճグループձٞのৼりฦり
╚ テーマ「環境อશ・ඒ化活動のਪਐ」ٴͼテーマ「྘や
ਫลのอશ・創出」のఏݴ内容のௐ੔

ୈ�ճ 令和5年1月10日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊのௐ੔

ୈ�ճ 令和5年1月20日（金）
18時30分～20時

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊのௐ੔
╚ ఏࣜݴについて
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